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石
垣
原
合
戦
の
史
跡
に
つ
い
て

寺
線
「
平
和
祈
念
塔
入
口
」
バ
ス
停
と
の
中
間
付
近
、
加
朱
殿
山
（
通

称
角
山
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
、
標
高
百
七
十
メ
ー
ト
ル
）
南
側
に
あ
る
第

一
公
園
内
に
「
史
跡
　
石
垣
原
　
黒
田
如
水
本
陣
跡
　
昭
和
四
十
七
年

矢
　
島
　
嗣
　
久
　
　
五
月
十
日
　
市
指
定
」
と
記
さ
れ
た
石
碑
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
加
朱
殿
山
東
側
に
は
同
じ
く
乗
車
徳
川
方
で
木
村
城
（
現
杵
築
市
）

　
豊
後
速
見
郡
に
お
け
る
石
垣
原
合
戦
と
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）

九
月
十
三
日
、
天
下
を
二
分
し
て
戦
わ
れ
た
濃
州
関
ケ
原
の
戦
い
（
九

月
十
五
日
）
の
二
日
前
、
大
分
県
別
府
市
石
垣
原
（
鶴
見
原
）
に
お
い

て
、
大
友
宗
解
義
鎖
の
嫡
子
で
、
西
車
石
田
三
成
方
と
な
っ
て
豊
後
国

へ
再
入
国
し
た
旧
豊
後
国
主
二
十
二
代
大
友
義
統
と
乗
車
徳
川
家
康
方

豊
前
中
津
城
主
黒
田
甲
斐
守
長
政
の
父
黒
田
如
水
孝
高
お
よ
び
細
川
方

城
代
家
老
の
松
井
佐
渡
守
康
之
、
有
吉
武
蔵
野
守
立
之
と
の
間
で
戦
わ

れ
、
大
友
義
統
が
黒
田
如
水
、
細
川
連
合
軍
の
軍
門
に
降
っ
た
戦
い
を

い
う
。

　
こ
の
合
戦
を
「
豊
後
速
見
郡
石
垣
原
の
戦
い
」
と
通
称
い
わ
れ
て
い

る
が
、
石
垣
原
は
別
府
市
の
東
側
海
手
を
い
い
、
実
際
に
戦
い
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
は
西
側
山
手
の
鶴
見
原
で
あ
っ
た
。

一
　
黒
田
如
水
本
陣
跡

　
別
府
市
鶴
見
、
鉄
輪
線
の
「
原
」
バ
ス
停
と
そ
の
東
方
に
あ
る
実
相

の
細
川
勢
が
陣
を
敷
い
た
実
相
寺
山
（
標
高
約
百
七
十
メ
ー
ト
ル
）
が

あ
る
。

　
細
川
勢
と
は
、
豊
後
木
村
城
主
細
川
越
中
守
忠
興
の
城
代
松
井
佐
渡

守
康
之
と
有
吉
武
蔵
野
守
立
行
ら
の
軍
勢
約
二
百
で
あ
る
。

　
以
前
に
は
、
「
原
」
バ
ス
停
付
近
に
「
黒
田
方
井
上
・
野
村
陣
所
跡
」

の
木
製
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
た
が
、
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
。井

上
と
は
井
上
九
郎
右
衛
門
之
房
、
野
村
と
は
野
村
市
右
衛
門
の
こ

と
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
黒
田
方
の
武
将
で
あ
る
。

二
　
石
垣
原
古
戦
場
　
時
枝
陣
所
跡

　
加
朱
殿
山
と
実
相
寺
山
と
の
中
間
付
近
は
当
時
「
大
の
馬
場
」
と
い

い
、
乗
車
黒
田
勢
の
陣
所
跡
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
大
友
方
右
翼
の
武

将
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
の
軍
勢
が
こ
の
あ
た
り
ま
で
攻
め
寄
せ
て
、
黒
田

方
の
母
里
（
も
う
り
）
や
時
枝
勢
が
境
川
付
近
か
ら
引
き
退
き
、
激
戦
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し
た
場
所
で
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
、

筑
前
福
岡
の
儒
学
者
貝
原
益
軒
（
篤
信
）
が
豊
前
・
豊
後
を
周
遊
し
た

際
に
、
衣
笠
半
助
に
描
か
せ
た
と
云
う
地
図
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
実
相
寺
西
麓
で
、
ゴ
ル
フ
練
習
場
入
口
の
右
手
南
側
付
近
に
小

さ
な
石
の
祠
が
あ
り
、
「
石
塩
原
古
戦
場
」
、
「
時
枝
陣
所
跡
」
の
標
注

二
本
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
時
枝
平
太
夫
は
豊
前
宇
佐
時
枝
城
主
（
宇
佐
市
時
枝
、
市
の
北
西
部
）

で
あ
る
。

三
　
吉
弘
神
社

　
実
相
寺
山
東
南
方
七
～
八
百
メ
ー
ト
ル
付
近
で
、
別
府
市
石
垣
西
六

丁
目
（
旧
町
名
吉
弘
町
）
の
北
西
部
に
、
大
友
方
右
翼
の
武
将
、
旧
豊

後
国
東
郡
星
山
筧
城
主
（
豊
後
高
田
市
、
市
の
東
部
）
吉
弘

嘉
兵
衛
統
幸
を
祀
っ
た
吉
弘
神
社
が
あ
る
。
こ
の
神
社
は
大
正
十
一
年

二
九
二
二
）
九
月
に
神
殿
が
建
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
平
成
十

三
年
言
○
○
一
）
に
新
し
く
建
築
さ
れ
た
。
神
殿
の
裏
手
西
側
に
は
吉

弘
統
幸
の
石
柱
の
墓
や
肥
後
の
細
川
家
が
建
立
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
石

殿
が
あ
る
。
石
殿
の
右
手
前
に
「
吉
弘
統
幸
の
墓
　
別
府
市
指
定
有
形

文
化
財
　
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
日
指
定
　
別
府
市
教
育
委
員
会
」
の

木
製
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
統
幸
は
享
年
三
十
七
歳
と
い
う
。

　
神
社
拝
殿
正
面
左
手
に
は
大
正
十
一
年
五
月
に
建
立
さ
れ
た
「
下
馬

の
松
」
の
石
碑
や
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
五
月
に
建
立
さ
れ
た

「
吉
弘
神
社
の
由
来
」
の
石
碑
か
お
る
。

　
　
「
下
馬
の
松
」
の
石
碑
の
表
に
は
「
代
か
ら
代
へ
　
緑
侍
え
よ
　
下

馬
の
松
」
と
い
う
碑
銘
が
見
ら
れ
、
「
吉
弘
神
社
の
由
来
」
に
は
吉
弘

統
幸
の

　
明
日
は
誰
が
草
む
す
屍
や
照
ら
す
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
垣
原
の
今
日
の
月
影

と
い
う
辞
世
の
歌
も
記
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
神
殿
裏
手
に
あ
る
吉
弘
統
幸
の
石
殿
の
右
手
北
側
に
は
、
統

幸
の
家
臣
で
あ
っ
た
東
国
東
郡
武
蔵
郷
（
武
蔵
町
）
の
「
室
理
せ
い
さ

え
も
ん
の
墓
」
を
含
め
数
基
の
墓
石
が
あ
る
。
「
室
理
せ
い
さ
え
も
ん

の
墓
」
に
は
「
ｙ
刀
治
二
年
（
一
六
五
九
）
亥
正
月
十
六
日
」
と
あ
る
か

ら
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
合
戦
か
ら
五
十
九
年
後
に
遺
族
の
手

に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
、
平
成
二
年
（
一
九
九
〇
）
九
月
九
日
に
は
、
当
神
社
に
お
い

て
「
三
百
九
十
年
祭
り
」
が
行
わ
れ
、
東
国
東
郡
武
蔵
町
の
有
志
に
よ

る
県
無
形
民
族
文
化
財
で
あ
る
吉
弘
楽
も
奉
納
さ
れ
た
。

　
平
成
十
三
年
（
二
〇
〇
一
）
四
月
に
は
吉
弘
神
社
の
拝
殿
が
約
一
倍

円
か
け
て
改
築
さ
れ
、
拝
殿
が
一
回
り
大
き
く
な
っ
た
。

－

？

　

－

ｒ

％

♂
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四
　
太
平
山
宝
泉
寺

　
吉
弘
神
社
の
南
南
東
方
約
八
百
メ
ー
ト
ル
、
石
坂
西
三
丁
目
に
は
吉

弘
統
幸
の
菩
提
寺
「
太
平
山
宝
泉
寺
」
が
あ
る
。
ち
ょ
う
ど
、
県
立
鶴

見
丘
高
校
か
ら
約
二
百
メ
ー
ト
ル
東
側
に
あ
た
る
。
こ
の
寺
の
正
門
そ

の
右
手
に
「
石
垣
原
合
戦
古
戦
場
跡
　
吉
弘
統
幸
公
　
菩
提
寺
」
の
標

九
八
九
）
六
月
に
建
て
ら
れ
た
。
こ
の
資
料
提
供
者
は
手
嶋
利
勝
氏
及

び
故
安
部
巌
氏
の
両
名
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
「
七
ツ
石
」
の
敷
地
内
に
は
そ
の
名
称
が
示
す
よ
う
に

数
基
の
大
石
の
ほ
か
、
「
七
ツ
石
温
泉
」
や
稲
荷
大
明
神
が
あ
る
。

注
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
正
門
の
奥
に
あ
る
山
門
の
内
側
右
手
に
は
木
　
　
六
　
石
垣
原
古
戦
場
公
園

製
の
標
示
板
に
「
大
平
山
宝
泉
寺
縁
起
」
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
　
　
　
　
「
七
つ
石
」
の
西
方
山
手
方
向
約
三
百
メ
ー
ト
ル
の
地
点
、
「
九
州

よ
れ
ば
、
「
こ
の
寺
は
承
安
三
年
（
一
一
七
三
）
の
餅
建
と
い
う
。
そ
　
　
大
学
生
体
防
御
医
学
研
究
所
付
属
病
院
（
旧
温
研
）
」
の
南
側
バ
ス
道

の
後
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
石
垣
原
の
戦
い
で
当
寺
が
焼
失
し
　
　
路
沿
い
に
「
石
垣
原
古
戦
場
公
園
」
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
「
石
垣
原
古

た
が
、
豊
後
森
藩
主
久
留
島
氏
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
寺
　
　
戦
場
趾
」
の
石
碑
と
吉
弘
統
幸
の
辞
世
の
歌
や
矢
野
嶺
雄
氏
の
「
石
垣

は
吉
弘
統
幸
公
の
菩
提
寺
な
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
原
懐
古
」
の
詩
が
刻
ま
れ
た
石
碑
が
昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）
頃

　
当
寺
に
は
吉
弘
統
幸
公
の
画
像
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
建
立
さ
れ
た
。
な
お
、
同
じ
場
所
に
石
垣
原
合
戦
で
討
ち
死
に
し
た
敵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
味
方
の
無
名
戦
士
の
供
羨
慕
も
数
基
安
置
さ
れ
て
い
る
。

五
　
激
戦
地
「
七
ツ
石
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
石
塩
原
古
戦
場
趾
」
の
石
碑
の
裏
面
に
は
「
こ
の
地
一
帯
は
慶
長

　
石
塩
原
の
戦
い
で
最
大
の
激
戦
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
七
ツ
　
　
五
年
九
月
、
三
百
七
十
年
前
、
大
分
大
友
、
中
津
黒
田
軍
お
よ
び
木
付

石
」
は
荘
園
町
の
東
南
部
に
あ
り
、
バ
ス
停
「
朝
日
橋
」
の
西
方
山
手
　
　
細
川
軍
と
の
古
戦
場
で
あ
る
。
両
軍
の
英
魂
を
弔
う
た
め
に
之
を
建
つ

約
百
メ
ー
ト
ル
、
境
川
か
ら
百
メ
ー
ト
ル
北
側
に
あ
る
。
こ
の
「
七
ツ
　
　
　
昭
和
四
五
年
（
一
九
七
〇
）
九
月
　
矢
野
嶺
雄
書
」
と
記
さ
れ
て
い

石
」
の
バ
ス
道
路
沿
い
に
は
、
「
史
跡
、
石
垣
原
合
戦
　
激
戦
地
」
の
　
　
る
。

標
注
の
ほ
か
に
、
別
府
市
荘
園
町
自
治
会
の
手
に
よ
る
「
石
垣
原
古
戦

場
　
激
戦
地
『
七
ツ
石
』
」
と
い
う
木
製
の
説
明
板
が
平
成
元
年
二
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七
　
古
戦
場
橋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
地
に
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

　
荘
園
町
の
西
側
山
手
に
あ
る
西
別
府
病
院
の
東
南
側
、
境
川
に
架
か
っ
　
　
頃
、
こ
の
付
近
が
宅
地
造
成
を
さ
れ
て
「
館
石
団
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ

て
い
る
バ
ス
道
路
の
橋
は
、
北
方
黒
田
勢
の
陣
す
る
加
朱
殿
山
と
南
方
　
　
う
に
な
っ
た
。

大
友
勢
の
立
石
砦
（
現
観
海
寺
）
と
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
　
　
　
　
「
館
石
団
地
前
」
バ
ス
停
は
西
別
府
病
院
か
ら
西
方
約
三
百
メ
ー
ト

こ
の
あ
た
り
で
も
両
軍
の
間
で
激
戦
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
　
　
ル
の
地
点
に
あ
り
、
こ
の
団
地
は
標
高
約
百
七
十
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
二

こ
の
境
川
に
か
か
る
橋
を
「
古
戦
場
橋
」
と
命
名
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
百
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
。

　
合
戦
の
行
わ
れ
た
慶
長
五
年
（
ヱ
ハ
○
○
）
の
当
時
、
西
別
府
病
院
　
　
　
な
お
、
「
館
石
団
地
前
」
バ
ス
停
か
ら
東
南
方
向
、
境
川
寄
り
の
道

付
近
か
ら
東
へ
向
け
て
七
ツ
石
付
近
ま
で
、
境
川
の
北
側
に
沿
っ
て
　
　
路
に
は
「
館
石
」
と
い
う
バ
ス
停
も
設
け
ら
れ
て
い
る
。

「
忠
内
（
ち
ゅ
う
な
い
）
が
堀
」
と
呼
ば
れ
た
空
堀
が
あ
っ
た
と
も
い

　
こ
の
「
古
戦
場
橋
」
は
標
高
約
百
五
十
メ
ー
ト
ル
あ
り
、
境
川
に
よ

る
扇
状
地
帯
の
山
手
に
あ
た
る
。

八
　
館
石
団
地

　
立
石
砦
（
現
観
海
寺
、
南
立
石
）
に
陣
を
構
え
て
い
た
大
友
義
統
は
、

慶
長
五
年
九
月
十
三
日
の
合
戦
当
日
、
立
石
砦
を
下
っ
て
境
川
の
左
岸
、

西
別
府
病
院
西
側
山
手
付
近
に
陣
を
敷
い
た
と
も
云
う
。
義
統
は
当
時

こ
の
付
近
に
あ
っ
た
石
に
腰
掛
け
て
戦
い
の
指
揮
を
と
っ
た
。
そ
の
た

め
こ
の
石
は
「
大
友
腰
掛
け
石
」
と
か
、
「
屋
形
石
」
と
い
わ
れ
、
の

ち
「
館
石
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
現
在
、
こ
の
石
は
移
設
さ
れ
、

九
　
吉
弘
統
幸
陣
所
跡

　
当
時
、
観
海
寺
東
側
杉
ノ
井
ホ
テ
ル
付
近
を
坂
本
村
と
い
っ
て
い
た
。

ホ
テ
ル
群
の
東
端
に
あ
る
「
み
ゆ
き
坂
展
望
台
」
の
公
園
に
は
、
こ
の

付
近
が
石
垣
抑
合
戦
の
大
友
方
右
翼
の
聘
、
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
の
陣
所

跡
で
あ
る
と
い
う
説
明
板
が
平
成
十
年
（
一
九
九
八
）
二
月
に
、
ま
た

別
府
市
教
育
委
員
会
の
標
柱
が
平
成
十
年
三
月
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
陣
所
跡
は
二
、
三
十
メ
ー
ト
ル
の
朝
見
川
断
層
崖
上
に
あ
り
、
標

高
約
百
四
十
メ
ー
ト
ル
の
高
台
に
あ
る
。

　
ま
た
、
砦
の
後
方
南
側
に
は
朝
見
川
の
上
流
が
崖
下
に
流
れ
て
い
て
、

合
戦
の
さ
い
飲
用
の
水
に
も
事
欠
か
な
い
天
然
の
要
害
堅
固
な
城
塞
で

あ
っ
た
。
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こ
の
公
園
の
奥
に
は
「
皇
太
子
殿
下
（
大
正
天
皇
）
行
啓
記
念
碑
」

が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
裏
に
は
「
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
年
）

十
一
月
七
日
行
啓
」
と
記
さ
れ
、
手
前
に
あ
る
石
板
の
説
明
に
よ
れ
ば

「
大
正
元
年
（
一
九
万
Ｉ
）
十
一
月
七
日
（
建
立
）
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
こ
の
場
所
を
「
み
ゆ
き
坂
」
と
い
う
。

十
　
大
友
義
統
本
陣
跡

　
み
ゆ
き
坂
展
望
台
か
ら
杉
ノ
井
ホ
テ
ル
前
道
路
を
紺
丁
二
手
口
山

手
北
西
方
向
に
進
む
と
「
天
満
天
神
宮
参
道
」
と
「
大
友
本
陣
之
跡

別
府
市
文
化
財
」
と
い
う
本
柱
の
案
内
が
目
に
付
く
。
そ
れ
を
左
折
し

て
ま
も
な
く
右
手
に
「
本
家
古
家
」
と
い
う
案
内
板
が
見
え
、
そ
の
奥

に
大
き
な
家
紋
の
つ
い
た
古
屋
家
が
あ
る
。

　
そ
の
付
近
道
路
沿
い
に
は
「
石
垣
原
古
戦
場
　
大
友
義
紋
本
陣
跡

（
古
屋
園
）
別
府
市
役
所
」
や
「
大
友
義
紋
本
陣
跡
　
解
説
、
別
府
市

教
育
委
員
会
　
別
府
市
文
化
財
調
査
委
員
会
」
な
ど
の
石
造
り
の
記
念

碑
が
あ
る
。
こ
の
「
大
友
義
紋
本
陣
跡
　
解
説
」
の
石
碑
は
昭
和
六
十

三
年
（
一
九
八
八
）
三
月
に
建
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
そ
の
裏
手
に
は

「
石
垣
原
合
戦
　
戦
死
者
供
養
塔
」
と
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
も
古
屋
家
の

後
裔
古
屋
勝
馬
氏
（
故
人
）
の
手
に
よ
っ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
こ
の
「
大
友
本
陣
跡
」
は
「
べ
っ
ぷ
鶴
見
岳
一
気
登
山
道
」

の
道
路
に
も
な
っ
て
い
て
、
一
般
市
民
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

十
一
　
本
村
天
満
天
神
宮
の
天
井
画

　
　
「
大
友
義
統
本
陣
跡
」
の
西
側
に
は
す
ぐ
近
く
に
天
満
大
神
宮
が
あ

る
。
こ
の
神
社
の
右
手
奥
に
は
「
べ
っ
ぶ
鶴
見
岳
一
気
登
山
道
　
海
抜

二
百
三
十
メ
ー
ト
ル
」
の
表
示
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
天
満
大
神
宮
拝
殿
の
天
井
に
は
、
色
鮮
や
か
な
「
石
垣
原
合
戦
の
図
」

の
天
井
画
が
三
十
三
枚
に
わ
た
っ
て
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
原

画
は
か
つ
て
日
出
合
演
習
場
（
玖
珠
郡
玖
珠
町
）
の
看
守
を
し
て
い
た

横
田
穣
少
佐
が
描
い
た
も
の
を
、
石
垣
原
演
習
場
の
看
守
を
し
て
い
た

村
田
恰
少
佐
の
解
説
付
き
で
、
別
府
市
扇
山
在
住
の
沼
田
岩
夫
氏
が
譲

り
受
け
保
存
し
て
い
た
。
こ
の
天
井
画
は
大
友
義
統
本
陣
跡
の
古
屋
勝

馬
氏
（
故
人
）
の
発
案
で
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
四
月
に
県

立
緑
ケ
丘
高
校
教
諭
陶
山
昌
男
氏
が
指
導
し
て
、
こ
の
原
画
を
も
と
に
、

県
立
芸
短
大
の
学
生
、
大
江
朱
美
、
橋
本
昌
子
の
二
氏
が
拡
大
模
写
し

た
も
の
で
あ
る
。

　
大
満
天
神
宮
は
故
古
屋
勝
馬
氏
が
当
時
管
理
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
天

井
画
は
大
友
本
陣
の
慰
霊
祭
及
び
天
満
大
神
宮
の
行
事
の
さ
い
に
一
般

公
開
さ
れ
て
い
る
。
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十
二
　
宗
像
掃
部
の
墓

　
　
「
大
友
義
続
本
陣
跡
」
の
北
西
方
向
で
、
す
ぐ
近
く
に
昭
和
四
十
七

年
（
一
九
七
二
）
七
月
に
建
立
さ
れ
た
「
宗
像
之
碑
」
の
表
示
の
あ
る

鳥
居
が
あ
り
、
そ
の
奥
、
北
側
に
は
、
右
手
に
「
史
跡
　
宗
像
掃
部
墓

　
別
府
市
指
定
有
形
文
化
財
　
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十
日
　
別
府
市

教
育
委
員
会
」
の
木
製
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
て
、
大
友
方
左
翼
の

大
将
宗
像
掃
部
鎖
続
の
墓
と
い
わ
れ
る
五
輪
塔
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
五
輪
塔
の
そ
ば
に
は
小
さ
な
石
殿
が
五
つ
あ
る
。
宗
像
掃
部
鎖

続
も
こ
の
石
垣
原
の
戦
い
で
大
友
軍
の
左
翼
の
大
将
と
し
て
戦
っ
た
が
、

討
ち
死
に
し
た
と
い
う
。
こ
の
墓
の
北
側
、
崖
下
付
近
に
は
県
道
別
府

一
の
宮
線
の
「
本
町
」
バ
ス
停
が
あ
る
。

十
三
　
宗
像
掃
部
陣
所
跡

　
南
立
石
本
村
の
天
満
天
神
宮
の
北
側
道
路
杉
の
井
ホ
テ
ル
前
道
路
を

西
側
へ
登
っ
て
行
く
と
、
大
分
自
動
車
道
と
立
体
交
差
す
る
跨
線
橋
に

出
る
。
そ
れ
を
越
え
る
と
そ
の
北
西
側
は
断
崖
の
上
部
と
な
っ
て
い
て
、

眼
下
北
側
に
は
石
垣
原
（
鶴
見
原
）
が
開
け
、
北
東
方
に
は
加
朱
殿
山

や
実
相
寺
山
を
望
む
こ
と
が
出
来
る
。

　
当
時
、
こ
の
断
崖
上
に
は
合
戦
用
の
鐘
を
掛
け
た
「
鐘
掛
け
の
松
」

が
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
場
所
が
あ
る
。
現
在
、
そ
の
地
点
に
は
「
史
跡

　
宗
像
掃
部
　
陣
所
址
　
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
日
　
指
定
　
別
府
市

教
育
委
員
会
」
と
い
う
標
柱
と
石
碑
「
覧
古
碑
」
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
「
覧
古
碑
」
は
、
故
堀
　
藤
吉
郎
氏
著
の
「
別
府
温
泉
歴
史
略
年

表
」
等
に
よ
れ
ば
、
大
正
六
年
（
一
九
一
七
）
十
月
、
北
白
川
宮
成
久

王
が
こ
の
高
台
に
来
ら
れ
て
、
石
垣
原
の
古
戦
場
を
展
望
さ
れ
当
時
の

戦
況
を
土
地
の
人
々
か
ら
聞
か
れ
た
と
い
う
。
こ
れ
を
記
念
し
て
、
こ

の
場
所
に
「
覧
古
碑
」
と
い
わ
れ
る
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
そ
の
後
、

昭
和
十
四
年
（
一
九
三
九
）
十
一
月
に
は
、
そ
の
王
子
北
白
川
宮
永
久

王
も
来
ら
れ
て
父
宮
の
記
念
碑
を
視
察
さ
れ
た
と
い
う
。
最
近
、
大
分

自
動
車
道
と
の
立
体
交
差
の
た
め
、
こ
の
付
近
の
地
形
の
変
貌
が
著
し

へ
○
Ｉ
Ｖ　

こ
の
宗
像
帰
郷
の
陣
所
址
は
標
高
約
二
百
六
十
五
メ
ー
ト
ル
の
高
台

上
に
あ
り
、
こ
″
の
土
地
の
北
方
崖
下
に
は
県
道
別
府
一
の
宮
線
の
「
堀

田
」
バ
ス
停
が
あ
る
。

十
四
　
旗
の
台
、
加
藤
清
正
像

　
県
道
別
府
一
の
宮
線
（
九
州
横
断
道
路
と
重
な
る
）
の
「
別
府
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
」
バ
ス
停
と
「
鳥
居
」
バ
ス
停
と
。
の
中
間
地
点
で
、
県
道
左

手
南
側
の
高
台
上
（
標
高
約
五
百
三
十
メ
ー
ー
ト
ル
）
に
肥
後
熊
本
城
主

加
藤
清
正
の
小
さ
な
石
像
が
見
え
る
。
こ
の
石
像
は
昭
和
二
十
七
年
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二
九
五
二
）
頃
に
建
立
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。

　
こ
れ
は
、
石
垣
原
の
合
戦
に
乗
車
徳
川
家
康
方
の
黒
田
如
水
孝
高
を

肋
け
て
、
加
藤
清
正
車
の
先
手
が
こ
の
付
近
ま
で
や
っ
て
き
て
軍
旗
を

立
て
た
場
所
。
し
か
し
戦
い
は
す
で
に
終
わ
り
、
大
友
義
統
は
黒
田
如

水
に
降
伏
し
て
し
ま
っ
て
い
た
。

　
「
大
分
県
史
　
中
世
篇
Ⅲ
」
に
よ
れ
ば
、
十
四
日
に
内
牧
（
熊
本
県

阿
蘇
郡
阿
蘇
町
）
で
宿
陣
し
た
清
正
は
、
翌
日
肥
後
小
国
（
熊
本
県
阿

蘇
郡
小
国
町
）
か
ら
引
き
返
し
た
と
い
う
・
　
　
　

’

十
五
　
手
足
荒
神

　
観
海
寺
、
杉
の
井
ホ
テ
ル
北
側
の
駐
車
場
か
ら
バ
ス
道
路
を
隔
て
て
、

建
築
板
全
店
の
右
手
か
ら
左
へ
迂
回
し
、
六
、
七
十
メ
ー
ト
ル
進
む
と
、

道
路
の
左
手
の
民
家
の
屋
敷
内
に
「
手
足
荒
神
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
拝

殿
内
左
手
奥
に
は
「
手
足
荒
神
の
由
来
」
の
額
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
「
手
足
荒
神
の
由
来
　
石
垣
原
合
戦
・
慶
長
五
年
十

月
十
三
日
（
西
暦
ヱ
ハ
○
○
年
、
旧
暦
で
は
九
月
十
三
日
）
大
友
義
統

（
豊
臣
方
）
の
陣
営
は
、
立
石
付
近
に
、
黒
田
如
水
（
徳
川
方
）
の
陣

営
は
、
実
相
寺
付
近
に
拠
点
を
置
き
、
そ
の
中
間
地
帯
の
石
垣
原
で
、

遭
遇
戦
の
形
で
、
本
合
戦
が
展
開
さ
れ
た
と
伝
説
さ
れ
て
い
る
。
　
合

戦
の
前
日
の
夜
半
、
黒
田
方
の
偵
察
侍
の
丁
人
が
大
友
方
の
不
寝
番
の

侍
に
捕
え
ら
れ
尋
問
す
る
と
、
偵
察
し
た
後
、
崖
か
ら
お
り
る
と
き
足

を
踏
み
は
ず
し
転
落
、
手
足
を
骨
折
し
た
と
の
Ｔ
百
、
そ
れ
以
外
の
尋

問
に
は
答
え
ず
、
た
だ
た
だ
無
念
の
歯
が
み
を
す
る
ば
か
り
、
し
ば
ら

く
し
て
『
拙
者
は
黒
田
方
に
さ
る
者
あ
り
と
知
れ
た
者
じ
ゃ
。
手
を
挫

か
ず
ば
、
お
前
其
の
手
に
掛
か
る
者
で
は
な
い
。
切
っ
て
手
柄
に
せ
よ
。

死
し
て
百
世
の
後
ま
で
、
魂
は
こ
の
世
に
と
ど
ま
り
、
手
足
を
挫
い
た

者
を
救
う
で
あ
ろ
う
』
と
、
言
い
残
し
て
ざ
ん
首
さ
れ
た
。
大
友
の
武

将
、
吉
弘
統
幸
は
こ
れ
を
あ
わ
れ
み
、
川
原
端
に
手
厚
く
埋
葬
し
た
と

の
伝
説
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
合
戦
で
負
傷
し
た
武
士
た
ち
が
こ
の
地

で
傷
を
治
癒
し
た
伝
説
が
あ
り
、
以
後
手
足
を
挫
い
た
者
が
参
詣
す
る

と
不
思
議
に
も
治
癒
す
る
こ
と
か
ら
、
お
礼
に
佐
藤
家
の
先
祖
が
こ
の

地
に
『
は
こ
ら
』
を
建
て
、
『
手
足
荒
神
』
と
し
て
崇
拝
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
　
平
成
二
年
十
月
吉
日
　
奉
納
　
秋
吉
ト
ヨ
」
と
記
さ
れ

て
い
る
。

十
六
　
海
雲
寺

　
本
陣
跡
の
北
東
方
七
、
八
十
メ
ー
ト
ル
の
道
路
北
側
に
「
海
霊
寺
」

か
お
る
。
大
友
義
統
は
合
戦
後
、
こ
の
寺
に
お
い
て
剃
髪
し
て
黒
田
如

水
孝
高
に
降
伏
し
た
と
い
う
。

　
南
立
石
本
町
、
曹
洞
宗
。
本
尊
は
釈
迦
牟
尼
座
像
。
縁
起
に
よ
る
と
、
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応
安
三
年
（
一
三
六
八
）
玉
田
和
尚
が
開
山
（
か
い
さ
ん
）
し
た
。
の

ち
大
友
親
署
（
ち
か
つ
ぐ
、
十
一
代
）
が
山
林
田
畑
を
寄
進
し
栄
え
た

が
、
慶
長
の
大
地
震
（
慶
長
元
年
〔
一
五
九
六
〕
閑
七
月
十
二
日
）
で

倒
壊
し
た
。
元
和
年
間
（
一
六
一
五
～
一
六
二
三
）
饒
州
（
じ
ょ
う
し
ゅ

う
）
和
尚
が
中
興
し
た
と
い
わ
れ
る
。
境
内
に
は
、
十
八
世
紀
の
初
め

か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
の
一
字
一
石
塔
や
供
養
塔
が
多
く
、
西
国
三

十
三
番
の
札
所
と
な
っ
て
い
る
。
本
堂
南
側
の
カ
ヤ
の
大
木
は
、
市
指

定
の
保
護
樹
と
な
っ
て
い
る
。
山
門
か
ら
見
お
ろ
す
別
府
湾
は
、
絶
景

で
詩
情
を
そ
そ
る
。

十
七
　
実
相
寺
山

　
別
府
市
の
ほ
ぼ
中
央
に
標
高
約
百
七
十
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
山
が
東

西
に
二
つ
並
ん
で
い
る
。

　
東
側
の
山
を
実
相
寺
山
と
い
う
。
徳
川
方
の
細
川
勢
約
二
百
が
実
相

寺
山
の
南
側
松
山
と
い
う
丘
の
上
に
陣
を
敷
い
た
。
現
在
こ
の
場
所
は

明
豊
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、
実
相
寺
山
の
山
頂

に
は
白
い
仏
舎
利
塔
が
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
西
側
の
麓
に
は
「
時
枝

陣
所
跡
」
の
小
さ
な
祠
が
あ
り
、
数
年
前
に
は
木
製
の
階
段
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
合
戦
終
了
後
、
黒
田
如
水
孝
高
が
実
相
寺
山
頂
で
大
友
方

の
首
実
検
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
合
戦
終
了
後
、
細
川
家
は
豊
前
小
倉

１

１

に
移
封
さ
れ
、
そ
の
後
肥
後
熊
本
を
頗
し
た
。
筆
頭
家
老
で
あ
っ
た
松

井
康
之
の
子
孫
が
肥
後
ハ
代
城
主
と
な
り
、
現
在
八
代
神
社
に
祀
ら
れ

て
い
る
。

十
八
　
角
殿
山

　
実
相
寺
山
の
西
側
、
標
高
約
百
七
十
メ
ー
ト
ル
の
小
高
い
山
で
黒
田

軍
の
陣
所
が
し
か
れ
た
所
で
あ
る
。
黒
田
方
の
武
将
井
上
九
郎
衛
門
之

房
が
山
頂
に
登
り
戦
況
を
見
計
ら
っ
て
「
頃
は
よ
し
、
総
攻
撃
に
か
か

れ
」
と
下
知
を
し
た
と
い
う
。
こ
こ
の
西
側
に
は
以
前
「
井
上
、
野
村

陣
所
跡
」
と
い
う
表
示
板
が
設
置
さ
れ
て
い
た
が
現
在
は
開
発
の
た
め

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
井
上
と
は
井
上
九
郎
衛
門
之
房
、
野
村
と
は

野
村
市
衛
門
の
こ
と
を
言
う
。
現
在
こ
の
小
山
は
高
級
分
譲
住
宅
地
と

な
っ
て
開
発
さ
れ
て
お
り
、
名
前
も
「
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
」
と
付
け
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
の
住
宅
分
譲
地
の
南
側
の
麓
、
道

路
沿
い
に
は
第
フ
公
園
か
お
り
、
公
園
内
西
側
に
は
「
黒
田
如
水
本
陣

跡
」
の
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　
角
殿
山
の
地
名
の
い
わ
れ
は
、
大
友
時
代
の
軍
師
で
あ
っ
た
と
い
わ

れ
る
大
神
系
賀
来
氏
が
こ
の
付
近
を
支
配
し
。
て
い
た
の
で
角
（
賀
来
）

殿
山
と
い
わ
れ
て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
こ
の
付

近
に
は
「
馬
場
」
と
か
「
大
の
馬
場
」
と
い
う
地
名
が
残
っ
て
い
る
。
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十
九
　
犬
の
馬
場

　
東
側
の
実
相
寺
山
と
西
側
の
角
殿
山
（
現
ル
ミ
エ
ー
ル
の
丘
）
の
中

間
に
は
南
北
に
通
じ
る
道
路
が
あ
り
、
道
路
の
西
側
に
は
店
舗
塔
が
立

ち
並
ん
で
い
る
。
合
戦
当
時
、
実
相
寺
山
と
角
殿
山
と
の
間
の
道
路
付

近
は
「
犬
の
馬
場
」
と
言
わ
れ
て
い
た
。
犬
の
馬
場
と
は
犬
追
物
と
い

い
、
円
形
の
囲
い
の
中
に
犬
を
放
ち
馬
に
乗
っ
た
武
士
が
弓
矢
で
道
い

か
け
武
術
の
鍛
錬
に
用
い
た
場
所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

二
十
　
馬
場

　
角
殿
山
の
北
側
は
現
在
も
馬
場
と
い
い
、
昔
は
文
字
通
り
馬
の
調
練

を
し
て
い
た
「
馬
場
」
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
合
戦
当
時
、
黒

田
方
の
武
将
達
は
角
殿
山
の
北
側
、
馬
場
の
庄
屋
等
に
宿
陣
し
た
。
現

在
の
平
松
源
六
氏
宅
に
も
宿
陣
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

二
十
一
　
実
相
寺

　
実
相
寺
山
の
東
側
の
麓
に
は
慶
長
五
年
の
合
戦
当
時
に
は
実
相
寺
と

い
う
寺
院
が
あ
っ
た
。

合
戦
の
終
了
時
に
は
こ
の
寺
院
が
東
軍
、
黒
田
、
細
川
方
の
救
護
所
及

び
死
体
安
置
所
と
な
り
、
血
で
け
が
さ
れ
た
た
め
、
合
戦
終
了
後
こ
の

寺
院
を
焼
き
払
っ
て
、
北
西
側
約
一
・
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
現
在

地
火
売
（
は
の
め
）
町
に
移
転
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
寺
は
そ
の
後
、
玖

珠
の
久
留
鳥
頷
と
な
り
、
藩
主
の
庇
護
を
受
け
、
栄
え
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

二
十
二
　
観
音
寺

　
観
音
寺
は
別
府
市
内
の
亀
川
四
の
湯
町
二
区
に
あ
り
、
禅
宗
の
黄
薬

宗
で
あ
る
。

　
養
老
四
年
の
開
基
で
、
永
享
八
年
に
大
友
持
直
が
再
建
し
た
。
慶
長

五
年
の
石
塩
原
の
戦
い
に
よ
る
兵
火
で
焼
失
し
た
。
の
ち
江
戸
時
代
の

寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
に
再
建
さ
れ
た
と
い
う
。

二
十
三
　
長
泉
寺

　
寺
院
の
創
建
は
寛
徳
二
年
（
一
〇
四
五
）
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
後

朱
雀
天
皇
の
と
き
皇
太
子
親
仁
親
王
が
重
病
に
か
か
り
、
柴
石
温
泉
に

入
湯
、
平
癒
し
た
。
そ
の
後
、
親
仁
親
王
は
後
冷
泉
天
皇
と
な
っ
た
。

こ
の
場
所
に
寺
院
を
建
立
、
朱
場
山
寛
徳
院
長
泉
寺
と
名
付
け
た
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。

　
　
「
寺
院
明
細
帳
」
に
は
、
「
慶
長
年
間
（
慶
長
五
年
、
ヱ
ハ
○
○
）

兵
火
に
か
か
り
、
堂
宇
つ
く
す
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
「
朱
湯
山

寛
徳
院
長
泉
寺
略
縁
起
」
に
は
「
慶
長
年
間
兵
火
二
罹
」
焼
失
し
た
が
、
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「
尊
像
ノ
ミ
ハ
免
カ
レ
」
た
と
あ
り
、
石
塩
原
合
戦
で
焼
失
し
た
こ
と

を
伝
え
て
い
る
。
な
お
尊
像
薬
師
は
同
寺
に
現
存
し
て
い
る
。

二
十
四
　
忠
内
ケ
堀
跡

　
大
友
方
右
翼
の
武
将
、
吉
弘
嘉
兵
衛
統
幸
と
黒
田
方
武
将
、
井
上
九

郎
衛
門
之
房
と
が
「
忠
内
ケ
堀
」
と
い
う
空
堀
で
戦
っ
た
と
い
う
。
こ

の
戦
い
で
吉
弘
統
幸
が
井
上
之
房
に
破
れ
て
、
戦
い
の
大
勢
は
黒
田
方

の
勝
利
と
な
っ
た
と
い
う
。

　
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
四
月
、
貝
原
益
軒
が
豊
前
・
豊
後
を
周
遊

古戦場公園標石塔

し
た
際
、
従
者
の
衣
笠
半
助
に
描
画
さ
せ
た
と
い
う
「
石
垣
原
合
戦
図
」

が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
「
忠
内
ケ
堀
は
カ
ラ
ホ
リ
（
空
堀
）
、
ョ
コ

三
間
（
五
・
四
メ
ー
ト
ル
）
、
長
さ
百
聞
（
百
八
十
メ
ー
ト
ル
）
余
、

井
上
九
郎
衛
門
、
吉
弘
加
兵
衛
の
戦
い
の
所
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
場
所
は
不
明
で
あ
る
が
、
別
府
市
荘
園
、
現
在
の
九
州
大
学
病

院
（
旧
温
研
）
構
内
の
北
西
側
に
そ
れ
と
お
ぼ
し
き
原
野
が
保
存
さ
れ

て
い
る
。
初
代
の
病
院
長
が
合
戦
当
時
の
原
野
の
現
状
維
持
に
努
め
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
見
学
す
る
場
合
は
病
院
の
許
可
が
必

要
で
あ
る
。

　
貝
磨
益
軒
は
福
岡
藩
黒
田
家
の
儒
学
者
で
あ
る
。
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な
お
こ
の
稿
は
、
Ｔ
几
九
一
年
（
平
成
三
年
）
十
二
月
　
矢
島
嗣
久
著
　
　
一

　
　
「
別
府
史
談
」
　
　
Ｔ
几
九
一
　
第
五
号
に
掲
戦
後
改
訂
を
重
ね
二
〇

〇
六
年
（
平
滅
十
八
年
）
五
月
十
一
日
に
脱
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
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